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2.7.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
芳賀 哲教 陸上大会記録の管理と分析システムの構築 
本研究では、陸上競技大会で作成された大会情報を基に、大会情報の一元管理を行う管理シス
テムと、一元管理した大会情報、競技記録などの分析システムの構築を行った。本システムで
は、陸上競技団体・チームの指導者、選手、大会情報の管理者を対象として、競技記録の管理
と分析を行うことで、選手育成の資料の一つとして提示する。 
芦野 健太郎 水産物流通における業務支援システムの構築 
水産物流通においては，消費者の低価格志向が高まる一方で，鮮度重視のニーズもあり市場の
多様化が進んでいる．本研究では，市場の多様化に対応するため，水産物流通における小売業
を中心とした販売促進支援と在庫削減支援を目的としたシステムを提案し，小売業の情報配信
および仲卸業者・小売業者感の情報共有を行う．提案システムを岩手県盛岡市の鮮魚店に導入
し，有効性の検証を行う． 
石田 仁 福祉相談業務における相談業務支援システムの構築 
人口の高齢化に伴い，各地域には高齢者からの相談を受け付ける福祉相談窓口が設置されてい
る．福祉相談には多分野に渡る専門的内容が含まれているため，熟練者の専門知識や対応方法
を施設内で共有する必要がある．  
本研究では，相談員間で過去事例の共有を行う相談業務支援システムを構築する．また，相談
受付時に新規案件と類似した事例を提示することにより，適切な対応法の決定を支援するため
の類似事例算出手法を提案する． 
小野寺 瞬 幼稚園と家庭における相互作用を目指した連携支援システムの構築 
近年，保護者ニーズの多様化等の背景を受け，幼稚園では子育て支援事業等の活動が盛んに行
われている．このような取り組みにおいては，親と子が共に育つという視点から内容の整理，
充実を図ることが必要とされている．本研究では，幼稚園と家庭における連携モデルを提案し，
それを基に情報システムの提案および構築を行う．これにより，幼稚園と家庭が連携し，相互
に作用しあう仕組みを構築することを目的としている． 
佐々木 丈 着地型観光におけるマーケティング支援システムの構築 
近年，観光の目的地である地域が主導により，観光振興を実施する着地型観光が盛んである．
しかし，地域の集客では一貫した情報提供方法が重要となり，マーケティング活動が課題とな
る．本研究では，着地型観光を対象にマーケティング活動を提案し，それを基に情報システム
を構築する．情報システムは岩手県内観光地域へ導入し，運用・評価を行う．これにより集客
活動を支援し，地域経済の活性化を図ることを目的とする． 
廣田 まなみ 地域子育て支援拠点の利用者・職員を対象とした情報共有システムの構築 
近年，家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感の増大等といった問題が
生じている．そのため，「地域子育て支援拠点事業」が創設された．  
本研究では，地域子育て支援拠点事業を展開する非営利組織に着目し，組織の運営改善と情報
活用の方法を提案する．また，地域子育て支援拠点施設の利用者同士・職員同士・利用者と職
員の意見交換や交流を支援するシステムを構築し，検証を行う． 
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吉田 晴一 郷土料理店における客層を考慮した情報配信システムの提案 
商店街は少子高齢化などに配慮した街づくりには欠かせないものである．しかし，大店法の廃
止などの影響を受け，全国の商店街は停滞，衰退傾向にある．本研究では，商店街の中で集客
の核となる店舗を対象に，客層ごとに有効な情報配信を支援するシステムを提案する．さらに，
岩手県盛岡市のわんこそば料理店を対象に構築・運用を行う．これにより，店舗の魅力を効果
的に配信し，集客力の向上につなげることを目的とする． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
浅井 勇貴 幼稚園を対象としたコミュニケーション支援システムの構築 
本研究では，幼稚園・家庭・地域社会の連携向上のための基盤整備を目的として，幼稚園を対
象としたコミュニケーション支援システムを構築する．はじめに，構築する情報システムのコ
ンセプトを明確化するため，幼稚園における幼児教育の概要とコミュニケーション・モデルに
ついてまとめる．ここでは，幼稚園で行われているコミュニケーションの関係性やその推移を
示したモデルの提案を行なう．このモデルは，情報技術活用によるコミュニケーションの変化
を捉えるとともに，情報システムの評価モデルとしても用いる．次に，導入先である岩手県私
立幼稚園連合会に対する要求分析により得られた課題やニーズをまとめる．これらを基にコン
セプトを示し，幼児と深いかかわりのある保育者・保護者を対象に，保育者の業務支援，保育
者・保護者間のコミュニケーション支援および保護者同士におけるコミュニケーション支援を
目指した情報システムを構築した． 
鈴木 裕介 体験型観光を対象としたマーケティング支援システムの構築 
本研究は，消費者行動モデルを活用したマーケティング活動を提案し，体験型観光地への適用
を試みている．そこで，観光客，地域住民および地域事業者を対象とした情報収集および観光
客の行動に合わせた情報配信の基盤となるマーケティング支援システムを構築する．提案シス
テムを体験型観光地である岩手県葛巻町に導入し，これまでに 4回のイベントにて運用を行っ
ている．また，投稿された内容を分析することで，消費者行動モデルに基づいた情報配信を行
う上で有効な情報であるかを明らかにする．さらに，利用状況と得られた知見をまとめること
により，体験型観光における地域資源の明確化及び消費者行動モデルを活用した情報配信の有
効性について検証する． 
髙橋剛史 酪農業における業務支援システムの構築 
本研究では，乳製品におけるサプライチェーンにおいて家畜預託業務と乳製品の製造業務を対
象として業務の効率化を目指した業務支援を行う．家畜預託業務では，複数の酪農家から預か
る家畜は数百頭にものぼりそれぞれに対して個別情報が付加されていることから膨大な情報を
管理しながら数人で作業を行わなければならない．また，牛肉トレーサビリティ法の制定から，
家畜の適正な管理がより重要となっている．乳製品製造業では，需要は季節で変動するものの，
生乳は毎日搾乳されるため需給の不一致が起こりやすく在庫の過不足へ繋る．更に，生乳は保
存が不可能な事から原材料の廃棄が発生するなど乳製品製造特有の課題が存在する．以上の事
から，家畜預託業務，乳製品製造業務それぞれに対して業務の効率化を目的とした提案を行い，
解決する手段として情報システムを構築する． 
野中大志郎 商店街におけるコミュニティ・ビジネスを対象とした情報技術の活用 
本研究では，商店街活動を支援する情報システムを提案する．提案システムでは，個店，地域
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組織における活動情報および来街者の活動に対する口コミ情報を収集することで，商店街にお
ける情報把握および効果的な情報配信を支援する．さらに，提案システムにより収集される情
報から，コミュニティ・ビジネスとしての活動情報の抽出を試みる．提案システムは，岩手県
盛岡市材木町商店街に適用させ構築し，2008年 9月から運用を行っている．この運用により収
集された情報を分析することにより，対象商店街におけるコミュニティ・ビジネスの明確化を
行う．また，対象商店街におけるヒアリング調査により明らかにしたコミュニティ・ビジネス
の活動に基づき，提案システムで収集した情報を評価することで，コミュニティ・ビジネスに
おける提案システムの有効性および活用方法について考察をまとめる． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Asai, Y., Okamoto A., Horikawa M. and Sugawara M. : Development and operation of Childcare Support System in 
Kindergarten, Proceedings of the The 10th Annual International Symposium on Applications and Internet (SAINT2010), 
CD-ROM, 2010 
2) 野中大志郎，堀川三好，岡本 東，菅原光政：商店街におけるコミュニティ・ビジネスを対象とした情報技術の
活用，日本経営工学会 平成 22年度春季全国大会予稿集，pp.28-29，2010年 5月 
3) 高橋剛史，川原啓輔，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：家畜預託を対象とした業務支援システムの提案，日本経
営工学会 平成 22年度春季全国大会予稿集，pp. 154-155, 2010年 5 月 
4) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における入荷・販売計画作成のための情報の共有
化，日本経営工学会 平成 22年度春季全国大会予稿集，pp. 168-169, 2010年 5月 
5) 川原啓輔，高橋剛史，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：酪農における業務支援を目的とした情報システムの提案，
日本ロジスティクスシステム学会，第 13 回全国大会予稿集，pp93-96，2010年 6月 
6) 浅井勇貴，岡本 東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした業務支援システムの構築，日本経営工学会 平
成 22年度秋季全国大会予稿集，pp. 238-239, 2010年 10 月 
7) 小野寺瞬，浅井勇貴，岡本東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした情報配信・共有支援システムの構築，
情報文化学会第 18回全国大会予稿集，pp.39-42，2010年 11月 
8) 鈴木祐介，堀川三好，岡本東，菅原光政：体験型観光を対象としたマーケティング支援システムの構築，情報文
化学会第 18回全国大会予稿集，pp.43-46，2010年 11月 
9) 高橋剛史，川原啓輔，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：家畜預託業務における業務支援の提案，情報文化学会第
18回全国大会予稿集，pp.47-50，2010年 11月 
10) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所を対象とした入荷調整のための商品特性の分析，
情報処理学会，第 114回情報システムと社会環境研究会発表 2010-IS-114，No 5, 2010年 12月 
11) 野中大志郎，堀川三好，岡本 東，菅原光政：商店街におけるコミュニティ・ビジネスを対象とした情報技術の
活用，第 73回情報処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.619-620，2011年 3月 
12) 佐々木丈，堀川三好，岡本 東，菅原光政：着地型観光を対象としたマーケティング支援システムの構築，第
73回情報処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.625-626，2011年 3月 
13) 小林拓也，竹野健夫，堀川三好，岡本 東，菅原光政：地域ポータルサイトにおける概念体系間の関係と文書分
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類技術を用いたカテゴリ分類モデルの構築，第 73回情報処理学会全国大会, 第 73 回全国大会講演論文集（４），
pp.627-628，2011年 3月 
14) 鈴木裕介，堀川三好，岡本 東，菅原光政：消費者行動モデルを活用した観光情報配信システムの構築，第 73
回情報処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.645-646，2011年 3月 
15) 高橋剛史，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：酪農における業務支援システムの構築，第 73 回情報処理学会全国
大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.673-674，2011年 3月 
16) 芦野健太郎，堀川三好，菅原光政：水産物仲卸業における仕入れ・販売業務支援システムの構築，第 73 回情報
処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.675-676，2011年 3月 
17) 浅井勇貴，岡本 東，堀川三好，菅原光政：幼児教育を対象としたコミュニケーション支援システムの構築，第
73回情報処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.693-694，2011年 3月 
18) 小野寺瞬，岡本 東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした情報配信・共有支援システムの構築，第 73 回
情報処理学会全国大会, 第 73回全国大会講演論文集（４），pp.695-696，2011年 3月 
19) 小野寺瞬，岡本東，堀川三好，菅原光政：幼稚園と家庭における相互作用を目指した連携支援システムの構築，
2011年春教育システム情報学会春学生研究発表会 東北大会，平成 22年度 3月 
20) 芦野健太郎，堀川三好，菅原光政：水産物流通における業務支援システムの構築，平成 22 年度日本経営工学会
東北支部卒業論文・修士論文発表会抄録集，2011年 3 月 
21) 佐々木丈，堀川三好，岡本 東，菅原光政：着地型観光におけるマーケティング支援システムの構築，平成 22
年度日本経営工学会東北支部卒業論文・修士論文発表会抄録集，2011年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 浅井勇貴，情報処理学会，第 73 回全国大会学生奨励賞，幼児教育を対象としたコミュニケーション支援システ
ムの構築，2011年 3月 
2) 佐々木丈，情報処理学会，第 73 回全国大会学生奨励賞，着地型観光を対象としたマーケティング支援システム
の構築，2011年 3月 
3) 高橋剛史，情報処理学会，第 73回全国大会学生奨励賞，酪農における業務支援システムの構築，2011年 3月 
 
2.7.4. その他の活動 
 
（ゼミ内容） 
社会的な視点から情報システムについて検討する演習では，社会・経営などにおける情報システムの活用につ
いて考察する．特に，システム化の対象業務や情報システムの構造をデータに着目して分析・設計する手法であ
る DOA（データ中心アプローチ）の考えを取り入れ，早期に業務要件を確立し，システム設計や情報システムの実
装を行う． 
ソフトウェアの設計や開発について技術的な取り組みを行う演習では，対象とする情報システムの目的を明確
化し，ビジネスフロー図やエンティティ関連図などに基づきソフトウェア設計を行う．さらに，作成した設計書
に基づきデータベースなどの実装を進めることにより，実務的な能力の育成を目指している．また，開発計画や
経過をドキュメント化しプレゼンテーションすることにより，作業全体の理解や基礎技術の蓄積に努めている．
これにより，ソフトウェア設計や開発において，多くの場合に必要となるプロジェクト管理能力も養う． 
 
